
別紙２ 評価基準 

項目 詳細 配点 評価の視点 
１  
体制・実績 
（15 点） 

業務推進体制 10 〇本事業を円滑に実施できる運営体制である
か 
〇市と連携・情報共有をしながら種々の課題を
解決し、改善することに積極的か 

実績 5 〇事業者として類似する業務の実績があり、ノ
ウハウの蓄積が期待できるか 

２  
企画提案内容 
（65 点） 

プロジェクトマ
ネジメント力 

20 〇事業計画全体の実効性・実現性 
〇目的に沿った事業提案となっているか 
〇予定履行期間内の業務行程が詳細で、着実な
スケジュールが組まれているか 
〇庁内課題をヒアリングし、適切な解決手法へ
整理するための幅広い知見を有しているか 

実証実験（協働
事業）遂行能力 

20 〇実証実験（協働事業）の効果的なファシリテ
ートを行うため、市や⺠間企業等の特性を含め
た必要なノウハウを有しているか 
〇実証実験（協働事業）を進めるにあたり、先
行事例の紹介や必要なアドバイス等の取組支
援を行うことができるか 
〇実証実験（協働事業）の効果検証を行い、次
年度以降の取組みのアドバイスが期待できる
か 
〇プロジェクト遂行にあたり、担当者が類似業
務の実績があり、必要な知識やノウハウを有し
ているか 

⺠間企業等の募
集・選考 

15 〇効果的な手法で、⺠間企業等の募集を行い、
多くの応募を見込むことができるか 
〇実証実験（協働事業）事業者の選考にあたり、
必要な知識を有しているか 

市職員の人材育
成 

5 〇市職員の公⺠連携のノウハウの蓄積・スキル
向上に繋がる提案内容となっているか 

プレゼンテーシ
ョン 

5 〇説明が理解しやすく説得力があるか 
〇質問に対する回答が適切か 

３  
見積金額 
（20 点） 

 20 〇最低見積価格／当該業者の見積価格×20 点
で計算する（端数切捨て） 

合計（100 点）  100  


